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現在，観測波形に基づき断層の破壊過程を推定する手法として，運動学的な断層モデルに基づく逆解析が広く

実施されている．しかし，断層の破壊過程は周囲の応力状態に起因するものであるため，本来は動力学的な断層モ

デルに基づくパラメータに支配されていると考えられる．本研究は動力学的なパラメータを直接インバージョンし

た上で，断層の破壊過程を推定する手法を開発する． 

断層面上の動力学的な断層破壊過程を説明する関係式は２つで，断層の構成法則と断層面近傍におけるつりあ

い式である．ここでは，断層の構成法則にすべり変位依存性構成法則を用い，破損応力降下量（せん断強度のピー

クと残留摩擦応力との差）と破損変位量が定められることで一意に定まるとする．また，断層面近傍のつりあい式

は Fukuyama and Madariaga(1998)で導かれている境界積分方程式を用いる．以上の２式より，断層面の応力項を

消去し整理することで，過去の時刻におけるすべり量と未知の動力学的パラメータを用いて，現在参照している時

刻のすべり量を陽に与えるような式が得られる．この式はすべり量の非線形な状態遷移を表しているため，非線形

離散時間確率システムにおける状態方程式とみなして定式化できる． 

一方，断層面のすべり量と観測波形とを結ぶ関係として表現定理を用いる．因果性を考慮することで，観測波

形の参照時刻に影響を与える時間方向の領域に含まれる，過去の断層すべり量のみを用いて観測値を説明できる．

これにより，表現定理を線形離散時間確率システムにおける観測方程式として定式化でき，状態方程式と観測方程

式とを用いることで，拡張カルマンフィルタによるパラメータ同定が可能である． 

この手法で推定する摩擦則を支配するパラメータは時間方向に一定であると考えられるため，運動学的イン

バージョンより推定変数の数を減少できる． 
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